
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―衣食に関するオーガニック認証の
中でGOTSはどんな特徴があります
か。
　私たちが身につける繊維製品は、綿

花などの栽培から製品化まで多くの工

程があり、複数の国をまたぐことも多

いです。GOTSとは、テキスタイル

（繊維）加工を対象とした国際認証で、

ドイツで非営利として登録された国際

団体です。私のような地域代表が世界

の各ローカルエリアを担当しています。

　オーガニックというと農薬はもとよ

り合成化学物質とは無縁という印象を

持たれますが、今のテキスタイル加工

ではゼロにはできません。生分解性が

高いなど環境負荷をかけず、工場で働

く人たちの人権と健康を守る基準を設

け、それを審査します。

―三好さんがオーガニックに関心を
寄せた経緯を教えてください。
　子どもの頃から「国ってなんだろ

う？」という漠然とした疑問を抱いて

いた私は、国際関係を学ぶために大学

で渡米しました。しかし、大学で国際

関係学や政治学を学ぶうちに、本当に

社会を動かしているのは政治ではなく

市民社会だと気づき、本格的にソーシ

ャルムーブメント（市民活動）を学ぶ

ため転学しました。そこでは、社会学

や人類学、民俗学、歴史学のほか映像

制作や言語学の教授陣がいて、日常の

暮らしにどんな課題が潜み、解決には

どうしたら良いかを多角的な視点から

繰り返し議論するワークショップもあ

りました。米国では日本よりも多様な

背景を持った人たちがいます。なので、

関心もジェンダー、人種、ドラッグな

ど多彩。廃棄物処理場や工場、軍事基

地あるいは商業カジノといった負の影

響を及ぼす施設を貧困地へ招聘するこ

とで格差が広がる環境差別や、白人至

上主義に関する議論におよぶことも

度々です。とことんアイデンティティ

を模索し、己をえぐられるような対話

を強いられるハードな学習に泣き出し

たり、挫折する人もいましたが、「社会

をより良く変える」という目的意識は

ゆるぎないものでした。

　インターン先を選ぶときも、より良

い変化を創るソーシャルムーブメント

の考え方を軸に、暮らしや国家基盤に

もなる分野である「食」をテーマにし

たいと思い、すでに当時のアメリカで

は一般的だったオーガニック食品の認

証機関で経験を積みました。

―帰国後、有機JAS認証機関での
経験やGOTSの認証制度を通じての
社会への気づきは。
　GOTS認証取得に向け企業をサポー

トする際、技術革新が環境問題を解決

する例に出会います。例えば布に柄を

印刷するために使用される化学染料は

大量の水を必要とし水質も汚染します

が、今は環境に負荷のない成分のイン

クジェット印刷があります。また、ジ

ーンズのダメージ加工も粉塵による健

康被害が問題でしたが、今や日本には

レーザー加工で同じ効果が得られる技

術があります。昔ながらの手法だけで

なく、最新技術を適切に取り入れるこ

とは大切だと思いますし、それを実現

するのは課題に気づき解決しようとす

る一人一人の意識と行動にかかってい

ます。私の役割はその気づきスイッチ

を押し続けることですね。
［聞き手：つな環編集部］

スイッチを押し続けて
ムーブを起こす

オーガニックテキスタイル
世界基準（GOTS）地域代表

三好智子氏

オーガニックテキスタイル世界基準（GOTS）
地域代表。IFOAM Organics Asia （国際有機
農業運動連盟アイフォーム・アジア） 理事。日
本オーガニックコットン協会顧問。米国でソー
シャルムーブメント（市民運動）を学びオーガ
ニックに出会う。卒業後は有機JAS認証機関、
有機農業運動NPO、ソーシャルデザイン会社
勤務を経て現職。千葉県在住で「木更津市オ
ーガニックシティプロジェクト」にも参画。北
海道出身。

三好智子（みよし さとこ）

原料の収穫から環境負荷をかけず社会的に責
任のある製造を経た製品。
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　バイオテクノロジーが、健康や医療、農業、環境といっ
た地球規模の問題解決に役立つ技術として注目される一方、
ファッション、アート等とのコラボレーションで新たな価
値を創出する動きが世界中で起きている。日本でも、クリ
エイティブサービスを通じて社会にアプローチする株式会
社ロフトワークが運営する、ものづくりカフェクリエイテ
ィブコワーキングスペース「FabCafe MTRL」内にバイオ
テクノロジーに特化したプラットフォーム「BioClub」を
受け入れ、バイオハ
ザードレベルP1を満
たすラボを気鋭の研
究者やバイオテクノ
ロジーをクリエイテ
ィブに利用したい層
に向けて開放し、ユ
ニークな存在感を放
っている。

　化学物質といってもよくわからないという人も多いだろ
う。逆に言えば、それほど当たり前に馴染み、私たちの暮
らしを「包み込む」存在とも言える。本書は、農薬、化学
肥料、プラスチック、合成洗剤、家庭用の殺虫剤といった
身近な化学製品の貢献と、化学物質による被害例をわかり
やすく紹介するとともに、関連する法律の現状や、今後の
管理はどうあるべきかも解説。著者の浦野紘平氏（横浜国
立大学大学院環境情報研究院教授）は、公害資源研究所（現
産業技術総合研究所）を経て、
国や自治体の多数の環境関係
委員として活躍する人物だ。
化学物質と上手に付き合うた
めの指南書として役立てたい。

　2011年に京都大学の環境問題の研究室から誕生した「ピ
リカ」は、スマホのアプリを使って、ごみを拾った場所、
ごみの種類と数、写真を投稿できるソーシャルネットワー
キング。アプリをダウンロードすると、タイムライン上に
は今この瞬間に世界中でごみが拾われている様子が表示さ
れ、コメント投稿によるバーチャルな連帯感も生まれる。個
人での参加はもとより、自治体や企業との連携も進み、今
では世界79カ国に拡大し、約7,500万個のごみが拾われて
いる（2018年1月現在）。ピリカはアイヌ語で「美しい」
の意。その言葉どおり美しい町が増えることで環境問題の
解決に貢献できるしくみだ。

　水俣病などの公害が激甚だった頃から半世紀が経過し、経
験の風化が危ぶまれている。また、日本国内だけでなく、経
済発展著しい新興国では現在進行形で公害が発生しており、
過去から学ぶことが改めて必要とされている。そこで、全
国16カ所の公害資料館によるネットワークを2013年に発
足。これは、各地の公害資料館等が実践してきた「公害を
伝える」取組を共有し、多様な主体と連携・協働しながら
公害を学ぶ意義を全国そして世界に発信することを目的に
している。これまで新潟・富山・四日市・水俣・大阪と、
かつての公害発生地でフォーラムを開催し公害教育の可能
性について議論してきた。

バイオテクノロジーの
新たな利用を考えるオープンラボ

下を向いて歩こう
SNSを使ったごみ拾い

公害資料館の連携で
経験からの学びを促進

化学物質とのお付き合い
上手に続けるには

BioClub
http://bioclub.org/
毎週火曜 19:00 ～東京･渋谷のFabCafe 
MTRLにて一般参加も可能な「BioClub 
Weekly Meeting」を開催中。

「えっ！そうなの？！
私たちを包み込む化学物質」
浦野紘平、浦野真弥 共著
コロナ社（2017年）2,700円（税込）

モノ・コトもっと知りたい TSUNAKAN Information

Platform Book

Technology Activity

ごみ拾いSNS
「ピリカ」
http://sns.pirika.org/

公害資料館連携
ネットワーク
http://kougai.info/
第5回公害資料館連
携フォーラムの様子
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